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平
成
21
年
度
の
財
政
運
営
は
、

厳
し
い
状
況
の
中
、
施
政
方
針
で

の
重
点
事
業
が
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
な
く
計
画
通
り
実

行
さ
れ
、
国
か
ら
の
地
域
活
性
化

交
付
金
を
活
用
し
、
町
民
の
福
祉

向
上
、
生
活
環
境
の
整
備
が
な
さ

れ
、
ま
た
交
付
税
等
の
動
向
が
不

透
明
な
中
、
補
助
金
・
交
付
金
等
を

活
用
し
、
必
要
最
小
の
経
費
で
効

率
的
な
財
政
運
営
に
取
組
ん
だ
と 

認
め
ら
れ
ま
す
。 

 

今
後
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政

運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

町
民
、
議
会
、
行
政
が
さ
ら
な
る
危

機
意
識
を
共
有
し
行
政
の
使
命
、

限
ら
れ
た
費
用
で
効
率
的
な
配
分

に
よ
り
町
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
緊
急
性
・
実
効
性
の
高
い
事

業
を
取
捨
選
択
し
、
将
来
の
負
担

軽
減
に
努
め
、
今
後
と
も
健
全
財

政
の
堅
持
に
一
層
の
努
力
を
望 

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

（ 要  旨 ） 

決 算 審 査 

特 別 委 員 会 

委 員 長 報 告 

 

 

（
質
）
職
員
の
時
間
外
手
当
の
支

出 

額
は
い
く
ら
か
。 

（
答
）
一
般
会
計
で
１
千
万
円
、

特
別
会
計
で
３
０
０
万
円
ぐ
ら
い

で
あ
る
。
最
高
額
は
、
簡
水
業
務

だ
が
、
大
雨
等
の
警
報
等
で
深
夜

や
早
朝
で
も
緊
急
出
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
。 

（
質
）
地
域
担
当
員
は
、
自
治
会
ご

と
に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
が
、
自

治
会
も
高
齢
化
等
で
行
事
等
が
人

手
不
足
な
現
状
だ
が
、
職
員
の
積

極

的 
な
参
加
は
で
き
な
い
も
の
か
。 

（
答
）
地
域
担
当
員
は
、
緊
急
時
の

対
応
や
、
要
援
護
者
等
の
支
援
の

ほ
か
、
自
治
会
か
ら
の
要
請
が
あ

れ
ば
行
事
等
の
手
伝
い
も
可
能
と 

考
え
る
。 

（
質
）
網
走
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
選
挙
費
は
、
２
年
続
け
て

支

出 

さ
れ
て
い
る
が
。 

（
答
）
前
年
か
ら
選
挙
準
備
の
支

（
質
）
佐
呂
間
の
消
防
体
制
は
昨

年
ま
で
と
同
様
の
15

名
体
制
に

な

る 

よ
う
に
は
な
ら
な
い
の
か
。 

（
答
）
佐
呂
間
は
今
年
職
員
を
13

名
に
減
ら
さ
れ
厳
し
い
体
制
で
業

務
を
行
っ
て
い
た
が
、
10
月
か
ら

は
１
名
増
員
と
な
り
、
来
年
に
向

け
、
さ
ら
に
増
員
の
要
望
を
し
て 

 

（
質
）
就
学
援
助
の
支
給
対
象
物 

は
。 

（
答
）
道
で
定
め
て
い
る
基
準
で

支
給
で
き
る
物
は
、
入
学
準
備
に

か
か
る
物
品
や
ス
キ
ー
等
の
体
育

用
具
や
修
学
旅
行
の
経
費
等
で
、

本
町
で
も
こ
の
基
準
に
準
じ
て
支 

給
対
象
と
し
て
い
る
。 

（
質
）
入
学
準
備
の
経
費
は
、
通
常

３
月
、
４
月
に
出
費
す
る
が
、
就
学

援
助
の
６
月
支
給
は
変
更
で
き
な 

い
の
か
。 

（
答
）
支
給
日
に
つ
い
て
は
、
年

１
回
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
修

学
旅
行
の
時
期
や
、
給
食
費
な
ど

は
毎
月
出
し
て
い
る
。
た
だ
新
規

の
方
は
、
前
年
所
得
が
確
定
と
な 

る
５
月
以
降
の
支
給
と
な
る
。 

（
質
）
最
近
学
校
教
員
の
管
理
職

も
単
身
赴
任
が
多
い
が
、
家
族
も

一
緒
に
来
て
地
域
と
交
流
し
て
も

ら

い 

た
い
が
。 

（
答
）
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

そ
の
意
向
は
、
学
校
管
理
職
に
つ

い
て
以
前
か
ら
お
願
い
し
て
い
る

 
（
質
）
社
会
復
帰
訓
練
施
設
で
遠

軽
と
上
湧
別
ト
ン
デ
ン
と
い
う
と

こ
ろ
に
運
営
負
担
金
を
払
っ
て
い 

る
が
何
名
通
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
本
町
か
ら
上
湧
別
に
通
っ

て
る
方
は
い
な
く
、
遠
軽
町
に
は

４
名
が
通
っ
て
作
業
を
し
て
い

る
。
法
律
上
は
町
が
就
労
施
設
を

作
る
と
し
て
い
る
が
、
小
さ
な
町

で
は
難
し
い
の
で
遠
軽
地
区
３
町 

で
運
営
費
を
負
担
し
て
い
る
。 

 

 決算審査特別委員会の質疑の主なものを要

約し掲載しました。 
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（
質
）
年
金
年
額
18
万
円
の
人
か

ら
も
天
引
き
さ
れ
る
介
護
保
険
料

だ
が
、
収
入
未
済
額
が
60
万
円
ぐ 

ら
い
あ
る
が
、
件
数
は
。 

（
答
）
滞
納
と
な
っ
た
う
ち
年
金

か
ら
引
か
な
い
、
普
通
徴
収
の
件

数
は
８
件
、
た
だ
し
特
別
徴
収
の

中
で
も
口
座
振
替
の
申
し
出
か
ら

２
ヶ
月
後
に
引
き
落
と
し
開
始
と

な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
収
入
未
済 

と
な
る
場
合
も
あ
る
。 

（
質
）
そ
の
８
件
の
方
た
ち
に
納

税 

こ
と
だ
が
、
最
近
は
管
理
職
の
奥

さ
ん
も
教
員
で
そ
ち
ら
の
学
校
へ

住
ん
で
る
場
合
な
ど
、
単
身
赴
任 

が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

（
質
）
温
水
プ
ー
ル
が
冬
季
間
閉

鎖
と
な
っ
て
３
年
目
だ
が
、
冬
季

間
の
運
動
と
し
て
、
週
１
、
２
回
で

も

事 

業
を
再
開
で
き
な
い
か
。 

（
答
）
経
費
的
に
は
週
１
回
開
け

て
も
水
を
落
と
す
わ
け
に
い
か

ず
、
全
部
開
け
て
も
変
わ
ら
な
い
。

そ
の
浮
い
た
経
費
を
別
事
業
に
回

す
こ
と
が
で
き
る
し
、
５
年
ぐ
ら

い
は
こ
の
ま
ま
続
け
、
そ
の
後
判 

断
し
た
い
と
考
え
る
。 

（
質
）
子
ど
も
た
ち
の
プ
ー
ル
活

動
も
冬
季
間
は
途
切
れ
る
し
、
ま

た
な
か
な
か
進
ま
な
い
メ
タ
ボ
検

診
と
い
わ
れ
る
中
、
メ
タ
ボ
解
消

の
た
め
に
も
、
冬
季
閉
鎖
の
再
考

を
５
年
た
っ
た
後
と
言
う
の
で
は

な
く
、
３
年
ぐ
ら
い
で
見
直
し
て

プ

ー

ル

を 

開
け
て
は
ど
う
か
。 

（
答
）
開
け
て
ほ
し
い
と
い
う
希

望
が
あ
る
の
も
わ
か
る
が
、
冬
季

間
に
お
い
て
も
武
道
館
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
あ
る
し
、
ス

キ
ー
や
ブ
ル
ー
ム
ボ
ー
ル
な
ど
北

海
道
の
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て 

い
た
だ
き
た
い
。 

（
質
）
春
頃
に
聞
い
た
と
き
、
21

 （
質
）
固
定
資
産
税
の
滞
納
の
要

因 

は
、
ま
た
回
収
の
努
力
は
。 

（
答
）
固
定
資
産
税
の
21
年
度
滞

納
は
、
69
名
、
１
３
９
７
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
滞
納
者
に
つ
い
て

は
固
定
資
産
だ
け
で
な
く
、
町
道

民
税
、
国
保
税
等
も
滞
納
し
て
い

る
も
の
も
多
く
、
ま
た
倒
産
し
た

会
社
等
や
納
税
義
務
者
が
死
亡
し 

た
な
ど
に
よ
る
滞
納
も
あ
る
。 

 

滞
納
徴
収
に
つ
い
て
は
、
日
夜

面
談
等
の
臨
戸
徴
収
等
も
行
っ
て

い
る
が
、
滞
納
者
の
場
合
、
現
年
度

分
も
残
っ
て
お
り
、
集
金
し
た
分

は
新
た
な
滞
納
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
現
年
度
分
に
で
き
る
だ
け
入 

（
質
）
国
保
会
計
の
不
能
欠
損
額 

、
医
療
機
関
の
不
正
請
求
事
案
と

返
納
金
、
加
算
金
の
収
入
未
済
額

 

 
（
質
）
今
年
全
国
的
な
戸
籍
の
問

題
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

べ
き
年
齢
で
受
け
て
な
い
人
が
戸

籍
に
残
っ
て
い
た
問
題
で
、
そ
う

い

う

把 

握
は
で
き
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
本
町
に
お
い
て
、
住
民
票
上

で
は
１
０
２
歳
が
最
高
齢
者
で
１

０
０
歳
以
上
は
今
４
名
い
る
が
、

介
護
保
険
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

住
民
票
で
拾
っ
て
い
る
の
で
問
題 

は
な
い
。 

 

戸
籍
上
で
は
、
最
高
は
１
３
２

歳
で
１
０
０
歳
以
上
は
77
名
。
戸

籍
は
住
民
票
と
違
い
持
っ
て
移
動

し
な
い
人
も
い
る
し
、
戦
時
中
な

ど
で
死
亡
届
が
出
て
い
な
く
抹
消

と
な
ら
な
い
人
が
戸
籍
に
残
っ
て 

相
談
等
の
対
応
は
。 

（
答
）
相
談
に
つ
い
て
は
、
町
道
民

税
、
固
定
資
産
税
、
国
保
税
な
ど
一

般
の
税
金
と
合
わ
せ
て
、
納
税
相

談
を
徴
収
対
策
室
で
や
っ
て
い 

る
。 

 

た
だ
、
こ
の
８
名
の
方
は
、
他
の

税
も
滞
納
し
て
お
り
、
収
入
が
な

い
と
い
う
理
由
の
ほ
か
、
納
税
意

欲
の
減
退
も
考
え
ら
れ
、
納
税
意 

と

は 

何
か
。 

（
答
）
21
年
度
の
国
保
税
の
不
能 

欠
損
額
は
９
件
２
３
８
万
円
。 

 

不
正
請
求
事
案
に
よ
る
返
納
金

及
び
加
算
金
の
収
入
未
済
額
が
３

件
で
93
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
内

訳
は
２
件
が
不
正
請
求
で
不
正
分

の
返
納
と
加
算
金
が
つ
い
て
い

る
。
残
り
１
件
は
不
当
請
求
で
加 

算
金
は
な
い
。 

 

３
病
院
の
う
ち
１
病
院
の
３
万

円
分
は
既
に
廃
院
と
な
っ
て
お
り

回
収
は
難
し
い
が
、
２
病
院
分
は

数
年
後
に
は
全
額
回
収
で
き
る
と 

年
度
の
給
食
費
で
支
払
い
が
遅
れ

て
い
る
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ

っ 

た
が
、
そ
の
後
は
。 


